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特別損失の発生並びに平成１８年１２月期中間（連結・個別）及び通期（連結・個別）

業績予想の修正に関するお知らせ 

 
この度、当社において、下記の通り特別損失が発生いたしますので、その概要をお知らせすると

ともに、平成１８年１２月期（平成 18 年 1 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日）の業績予想について、 

平成１８年２月１７日に発表いたしました当社「平成１７年１２月期決算短信（連結）」に記載の業績

予想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

【Ⅰ】特別損失の発生について 
１．特別損失の概要とその理由（中間期） 

 当社では当期から「固定資産の減損に係る会計基準」の適用年度であり、減損会計を適用するこ

とによる特別損失は連結で 485 百万円となります。減損の対象となるものは、主に不振店舗の固定

資産であります。その他、外食事業において加盟契約解除損が 358 百万円、固定資産除却損が

151 百万円、マーケティング・データやノウハウ等の資産における評価を見直したことによる特別損

失が 1,704 百万円計上されました。また、物流事業において昨年導入した国産牛の在庫評価につ

いて、その後豪州産をメインとしたメニューに移行したこと等により賞味期限切れもしくは賞味期限

が短くなったことによる損失が 187 百万円計上されております。ＣＶＳ事業におけるリース解約損失

177 百万円、貸倒引当金繰入 200 百万円の計上等を主因に中間の特別損失額は 3,390 百万円と

なりました。 

 

２．特別損失の概要とその理由（通期） 

 上述の中間期の特別損失に加えて、下期においては実験業態の抜本的改善や改廃を加えるこ

とで発生する、店舗閉店に伴う固定資産除却損等で計 1,300 百万円を、また国産牛在庫の最終

的な期限切れ分についての特別損失を保守的にみて 800 百万円程度計上する予定です。なお、

文中の実験業態とは、外食・ＣＶＳ・スーパーの各事業において、新業態についてフランチャイズ

募集を始める前の実験を繰り返す段階にある業態を指します。 



【Ⅱ】業績予想の修正について 
１．中間連結業績予想（平成 18 年 1 月 1 日～平成 18 年 6 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回予想（Ａ） ８１，０００ ２，７００ ８００

今回修正（Ｂ） ７９，７９０ １，０００ △１，３４０

増減額（Ｂ－Ａ） △１，２１０ △１，７００ △２，１４０

増減率 △１．５％ △６３．０％ ━

（ご参考）前年同期 ６７，６１２ １，４２２ ３５１

 

２．修正理由 

 売上高につきましては、外食事業において牛角・レッドロブスター等の一部業態が大幅に計画

を下回ったこと、売上計上基準の変更等により加盟開発の実質寄与期間が短縮されたことなどを

主因として、79,790 百万円となる見込みでございます。 

経常利益につきましては、店舗売上減少に伴う利益減で約 500 百万円、外食・ＣＶＳ事業におけ

る加盟金計上基準の変更に伴う影響により約 300 百万円、貸倒引当金の保守的な繰り入れにより

約 100 百万円、加盟金等の中間期末入金予定のものが入金遅延等により下期に繰り越されたこと

により約 600 百万円、閉店店舗債権引当等その他の要因で約 200 百万円、それぞれ計画に対し

減益となり、1,000 百万円となる見込みでございます。経常利益について、事業セグメント別に計画

対比で見ますと、外食事業で約 1,000 百万円、ＣＶＳ事業で約 300 百万円、物流事業・工事関連事

業で各 200 百万円の未達成となりました。 

中間純利益につきましては、従来の計画 800 百万円に対し、上述の経常利益 1,700 百万円の未

達による影響で約 900 百万円の減益となり、加えて、冒頭で述べましたように特別損失が従来の計

画値を約 1,900 百万円上回る 3,390 百万円計上されるに至り、税効果等による約 650 百万円の差

し引きを含めまして、1,340 百万円の赤字となる見込みでございます。 

 

３．通期連結業績予想（平成 18 年 1 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） １９０，０００ １０，５００ ４，５００

今回修正（Ｂ） １７０，０００ ６，４００ ０

増減額（Ｂ－Ａ） △２０，０００ △４，１００ △４，５００

増減率 △１０．５％ △３９．１％ △１００．０％

（ご参考）前期実績 １４８，３７３ ６，３７０ ３，０７７

 

４．修正理由 

上述の中間業績の修正理由に記載しました通り、各事業における出店政策・新業態開発政策に

おいて期初の計画と大きく乖離しており、特に外食事業においては大幅な出店不足となる見込みと



なりました。また、事業の収益構造そのものを大きく転換することが必要な状況と認識し、当期の残さ

れた時間においては、短期的な収益の計上を優先することなく、来期以降の永続的な発展を目指

した構造改革に入る必要に迫られております。加えて、当社では本年度から、事業活動によるあら

ゆる売上計上（加盟金、協賛金、店舗工事売上等）や各種引当（債権貸倒引当等）及び保有資産

（店舗資産、システム、ノウハウ等）などにつき、会計監査人の指導のもと、財務状況をより適切に開

示できるよう計上基準等の見直しを実施致しました。それらにより大幅な業績予想の修正を余儀なく

されたことをお詫び申し上げます。 

売上高においては、中間業績の修正理由と同様に、全業種において既存店売上高が計画を下

回っていること、及び期中の新店出店及び新業態開発が遅れていることを主因として、外食事業で

10,000 百万円、スーパーマーケット事業と店舗工事事業で各 5,000 百万円、それぞれ期初計画を

下回ることとなり、結果 170,000 百万円の見込みとなりました。 

経常利益につきましては、売上高と同様の理由に加え、加盟金やＦＣロイヤリティ等の当社グル

ープの収益のうち最も利益率の高い事業において計画未達になったこと、また、販売促進費の増

加、人件費の増加等により外食事業・店舗工事事業で 2,100 百万円、ＣＶＳ事業で 1,200 百万円、

スーパーマーケット事業で 500 百万円、物流事業で 300 百万円、それぞれ計画を下回り 6,400 百

万円となる見込みです。 

当期純利益につきましては、経常利益が計画を下回ることによる影響のほか、冒頭で述べまし

た特別損失の内容にありますように、中間期で厳密に資産性を考慮し特別損失を出したもの等で

3,390 百万円、期末段階における店舗資産等の減損会計による特別損失や実験業態の改廃によ

る店舗除却損等を保守的に見ることで 1,300 百万円、昨年導入した国産牛在庫の賞味期限切れ

による特別損失約 800 百万円等の悪化要因により、0 円となる見込みです。 

 

５．平成１８年１２月期個別業績予想の修正 

 

（１）当中間期（平成 18 年 1 月 1 日～平成 18 年 6 月 30 日）の業績予想の修正 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 中間純利益 

前回予想（Ａ） １，３００ ３００ ２００

今回修正（Ｂ） ２，０１０ ５２５ ５０９

増減額（Ｂ－Ａ） ７１０ ２２５ ３０９

増減率 ５４．６％ ７５．０％ １５４．５％

（２） 通期（平成 18 年 1 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日）の業績予想の修正 

  （単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前回予想（Ａ） ２，６００ ６００ ５００

今回修正（Ｂ） ３，８４６ ６４６ ５２８

増減額（Ｂ－Ａ） １，２４６ ４６ ２８

増減率 ４７．９％ ７．７％ ５．６％



６．修正理由 

純粋持ち株会社制度に移行したことにより、より経営の実態を表せるよう各事業会社からの配当

金収入を従来の営業外収益から売上高への計上に変えたこと、及び各事業会社からの業務代行

収入が増加したことによる修正であります。また、中間期と通期において経常利益及び当期純利

益の伸張に差があるのは、各事業会社の営業状況等を勘案し、配当性向を見直すためです。 

 

この度は連結・個別ともに業績予想において大幅な修正がございましたことを、心よりお詫び申

しあげます。現段階での最新の認識を元に、今後継続的に発展し続けられる企業体となるべく、

経営戦略の刷新に鋭意取り組んで参ります。なお、当期純利益も大幅な下方修正となりましたが、

配当金については現段階では中間期・通期ともに従来どおりの水準で実施する方向で検討中で

あります。前期末に１：２の分割を実施しておりますので、中間・期末ともに 1 株 625 円となります。 

以 上 


